
 

 

燃料電池ごみ収集車の試験的利用について 

 

１．概要 

脱炭素社会の実現に向けては、二酸化炭素を排出しない化石燃料以外の燃料を使用す

る車両への転換が求められている中、東京都の支援により水素を燃料とするごみ収集車

を試験的に導入する。 

試験利用により、運搬部門の脱炭素化や清掃事業における作業環境や生活環境の向上

の効果を検証する。 

 

２． 東京都の事業名 

  ステップアップ型導入支援事業 

 

３．内容 

(1) 支援台数 メーカー実証車 1台 

(2) 支援内容 都が車両関係の費用(本体・架装、税・保険、メンテナンス、 

消耗品交換費)を負担(一部メーカー) 

 区は運用費用(人件費、燃料費、業務関係消耗品代)を負担 

(3) 期   間  令和 6年 3月から令和 7年 8月までの期間 

(4) 保管場所 千代田清掃事務所飯田橋車庫 

(5) 水素 ST   イワタニ芝公園水素ステーション(港区) 

(6) 検証内容 

     ① 車両サイズや積載量を踏まえた収集・運搬ルートを選定し運用 

     ② 収集・運搬作業上の使い勝手や水素 STの利用勝手等の課題を整理 

      ③ CO2排出量の削減量などについても検証する 
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